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第３４回中国地区国語教育研究大会（山口大会） 

令和６年度山口県高等学校教育研究会国語部会研究大会 

 

― 第二次案内 － 

 

皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

      さて、このたび標記大会を山口市において開催いたします。 

      つきましては、多数の皆様にご参加をいただきますよう、ご案内申し上げます。 

 

研究主題 「小・中・高を貫く言葉の学び」  

―国語科における「深い学び」とは何か－ 
 

 

  新型コロナウイルス感染症は５類へ移行され、その対策にも一定の区切りがつきました。 

この間、授業では ICTの活用が進んだ一方、子ども同士の関係の希薄化等が懸念されてい 

ます。 

  また、現行の学習指導要領が平成２９年に告示され、７年が経ちました。私たち国語を 

教える教師は、この学習指導要領を踏まえながら、言葉の専門家として、どのような指導 

をすればよいのでしょうか。この学習指導要領の大きな特徴は、「主体的・対話的で深い 

学び」という授業改善の視点が、小・中・高において貫かれていることです。 

  そこで、山口県では、小・中・高の子どもの現状を踏まえながら、特に「深い学び」と 

いう新たな視点について、私たちの考え方を提案し、語り合う機会にしたいと考えていま 

す。 

  各県の国語教育に関わる皆様のご参加を、心よりお待ちしております。 

 

○期  日  令和６年１１月２８日（木）・２９日（金） 

 

○会  場  ２８日：ＫＤＤＩ維新ホール（小・中・高） 

 ２９日：山口県教育会館・山口県社会福祉会館（中・高） 

 

○主  催  中国地区国語教育研究会 山口県中学校教育研究会国語部  

山口県高等学校教育研究会国語部会 

 

○後  援  山口県教育委員会  山口市教育委員会 中国各県教育委員会 

       （公財）日本教育公務員弘済会山口支部 （一財）山口観光コンベンション協会 

       山口県中学校長会 山口県高等学校長会 

 



○参 加 費  （一般）５，０００円※  （学生）１，０００円 

        ※同一校で１日目、２日目に別の人が参加しても可とする。（資料は１名分のみ）    

○日  程 

 【１日目】KDDI維新ホール 

    12:30 13:00           13:50 14:00            14:50 15:10            16:30  16:50    17:50 19:30           

                                                                       

 

 

 

記念講演Ⅰ 

「学習指導要領の趣旨の実現に向けて～『深い学び』を実現する国語科の授業づくり～」 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程調査官・学力調査官     大塚 健太郎 氏 

記念講演Ⅱ 

「ことばの力」    作 家   重 松  清 氏 
 【２日目】山口県教育会館 山口県社会福祉会館 

９:30 10:00          10:５0  11:00                 12:00       13:00          14:00  14:10          15:10            
 

 

 

 

○プログラム 

 公開授業および公開授業分科会／２日目 １０：００～１２：００ 

分科会      教 材 名  授 業 者 指導助言者 

話すこと 

聞くこと 

「聞き手上手になろう」 

（光村図書 ２年生） 

宇部市立常盤中学校 

教諭  大田 将史 

下関市立うつい小中学校 

校 長  川口  寛 

書くこと 

「構成や描写を 

工夫して書こう」 

（光村図書 1年生） 

山口市立潟上中学校 

教諭  前村 昂宏 

山口市立鴻南中学校 

校 長  濵﨑 美幸 

読むこと 

（説明） 

「作られた『物語』を超えて」 

（光村図書 ３年生） 

防府市立右田中学校 

教諭  德王丸功太 

防府市立佐波中学校 

教 頭  尾辻󠄀  玲 

読むこと 

（文学） 

『握 手』 

（光村図書 ３年生） 

周南市立熊毛中学校 

  教諭  黒木 美桜 

山口短期大学 

  教 授  中村  浩 

言語文化 

（古典） 

『枕草子』（「月のいと明かきに」 

「五月ばかりなどに山里にありく」） 

（光村図書 ２年生 他） 

美祢市立伊佐中学校 

  教諭  品川 昌代 

防府市教育委員会学校教育課 

  課 長  荒瀬 淳子 

受 

 

付 

 開会行事 

 基調提案 

休 

 

憩 

 

記念講演Ⅰ 

休 

 

憩 

 

記念講演Ⅱ 

 

理事会 

移 

 

動 

レセプション 

（かめ福オン

プレイス） 

受 

 

付 

公開授業 

休 

 

憩 

公開授業 

分科会 

昼食 

休憩 
研究発表Ⅰ 

休

憩 
研究発表Ⅱ 閉会行事 



 

研究発表分科会／２日目 １３：００～１５：１０（上段がⅠ 下段がⅡ） 

領  域 研 究 主 題 発 表 者 指導助言者 

話すこと・ 

聞くこと 

話合い方を吟味する～合意形成に向けて考えを

広げたり深めたりできる生徒の育成に向けて～ 

鳥取県米子市立福生中学校 

 教諭  佐々木 峻 

鳥取県教委事務局西部教育局 

  指導主事  前田 彰子 

「対話」によって自己を高めていけ

る「話すこと・聞くこと」の授業 

山口県萩市立萩東中学校 

教諭  安部 恵子 

元山口県防府市立新田小学校  

校 長  久保田 裕三 

書くこと 

確かで豊かな書く力を育成するための工夫

～一人一台端末の活用をとおして～ 

岡山県総社市立総社東中学校 

 教諭  糸島 優紀 

岡山県教育庁義務教育課学力向上対策班 

  指導主事  萩原  透 

「読むこと」を転用した「書く力」を高める授業

の創造～「星の花が降るころに」の実践から～ 

山口県岩国市立灘中学校 

教諭 中山 恵里加 

山口県岩国市立岩国西中学校 

校 長  山本 貴之 

読むこと 

（説明） 

筆者の表現意図を探り表現の工夫を見出す説明文

の授業～順序性に着目した学習活動をとおして～ 

山口県柳井市立柳井中学校 

教諭  松田 理恵 

山口県周防大島町立周防大島中学校 

   教 頭  廣中  淳 

生徒が主体的に学びに向かう一実践～「語彙マ

ップ」を活用した文章読解の方法の提案～ 

山口県立周防大島高等学校 

教諭  松永 航至 

山口県教育庁高校教育課 

  指導主事  武部 拓郎  

読むこと 

（文学） 

文学的な文章の授業における「深い学び」の実現

～「読み方」を意識させる単元づくりを通して～ 

広島県東広島市立豊栄中学校 

    教諭  西浦 瑞姫 

広島県教委義務教育指導課 

指導主事  関根 紗絵 

国語科における 

『魅力的な学習課題』とは 

山口県光市立光井中学校 

教諭  古山 慎也 

山口県周南市立熊毛中学校 

校 長  荒瀬 浩一 

言語文化 

（古典） 

伝統的な言語文化に親しみ、言葉の意味を考えて引用す

る力を育む～思考ツールを使って論語を引用する～ 

島根県出雲市立湖陵中学校 

    教諭  今岡  駿 

島根県教育センター 

  指導主事  柏井 陽子 

古人のものの見方・考え方を 

     読み取る授業の創造 

山口県下関市立山の田中学校 

教諭  国生  梢 

山口県美祢市教委学校教育課 

課 長  中島 幹晃 

言語文化 

（特質） 

言葉への自覚を高め、継続的に言

葉と向き合おうとする生徒の育成 

山口県山陽小野田市立小野田中学校 

教諭  山田 彩加 

山口県光市立光井中学校 

校 長 小林 久美子 

「言葉へのこだわり」を育む授業づくり～言葉による見方・

考え方を働かせ、言葉がもつ価値への認識を深めながら～ 

山口県柳井学園高等学校 

教諭  山田 諭志  

やまぐち総合教育支援センター 

研究指導主事  山本 里早 

※公開授業部会・研究発表部会の会場は、当日受付（山口県社会福祉会館１Fロビー）に掲示いたしますので、

各自でご確認の上ご移動をお願いいたします。大会要項等の封筒にも掲載いたします。 

 

記念講演Ⅱ 講師紹介                             

作 家  重 松  清 氏 

1963（昭和 38）年、岡山県生まれ。中学、高校時代は山口県で過ごし、1981年、山口

県立山口高等学校卒業後、18歳で上京。1991（平成 3）年『ビフォア・ラン』でデビ

ュー。1999年『ナイフ』で坪田譲治文学賞、同年『エイジ』で山本周五郎賞を受賞。

2001年『ビタミン F』で直木賞、2010年『十字架』で吉川英治文学賞、2014年『ゼツ

メツ少年』で毎日出版文化賞を受賞。著書は他に、『流星ワゴン』『疾走』『その日のま

えに』『カシオペアの丘で』『青い鳥』など多数。教科書掲載作品は、『卒業ホームラ

ン』（東京書籍 中学 2年）、『電車は走る』（三省堂 中学 1年）、『エイジ』（教育出版 

中学 2年）など。 



申込案内                                  

大会の申し込みは、下記ＵＲＬもしくは２次元コードからお願いいたします（〆切 10月 20日（日）） 

○お弁当の要・不要 ○代表者所属・氏名・連絡先・メールアドレス ○参加者名 

○１日目：全体会の参加・不参加  

○２日目：公開授業・研究発表分科会の参加希望（各１分科会のみ） 

https://amarys-jtb.jp/kokugotaikaiyamaguchi/ 

会場アクセス（KDDI維新ホール ） （ 山口県教育会館・山口県社会福祉会館）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先                                

○申込に関するお問い合わせ             〇内容に関するお問い合わせ 

 山口県周南市立熊毛中学校  荒瀬 浩一 

メール kumagec00@shunan.ed.jp 

〒745-0061 山口県周南市大字安田 1827-1 

℡  ０８３３－９１－０６５１ 

Fax  ０８３３－９１－０６８５ 

 

山口大学教育学部附属山口小学校 大野 真弘 

メール Masahiro-o@ yamaguchi-u.ac.jp 

〒753-0070 山口県山口市白石 3丁目１－１ 

℡  ０８３－９３３－５９５０ 

Fax  ０８３－９３３－５９５１ 

JR 山口駅下車 県庁方面徒歩 15 分  

県立山口博物館前の信号を右折してすぐ

のところにあります。 

※駐車場は各施設駐車場もしくは県立山

口図書館駐車場等をご利用ください。 

■新幹線でのアクセス 

新山口駅下車、北口直結 

■自動車でのアクセス 

中国自動車道小郡 JCT経由、 

山口宇部道路長谷 ICから約５分 

※駐車場は、近隣の山口県立松風館

高等学校南側にある市営駐車場を

ご利用ください。 

mailto:kumagec00@shunan.ed.jp

